










●今月のおすすめ

　主人公キム・ジヨンの人生を通し、教育、
仕事、結婚、育児などにおいて女性が出会う
様々な困難や差別が克明に描かれ、韓国で
絶大な共感を得ている小説です。

『82 年生まれ、キム・ジヨン』
　　作：チョ・ナムジュ
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『おすしのずかん』
　　　   作：大森裕子

　子どもも大人もみんなが好きなお
すしの絵本です。ページをめくるた
びに「これが好き」「これ食べたい」
と親子で会話が弾みそうです。

　○利用時間
　　㊊～㊎　午前９時～午後９時　　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時
　  ※年末年始は閉館いたします。　 *��¬�½���y�x�¢�����£��������

●
新
着
本
●

題　　名 著　　者
えんとつ町のプペル に し の あ き ひ ろ

アリからみると 桑 原 隆 一
栗 林 彗

アリの目日記 栗 林 彗

元素キャラクター図鑑 若 林 文 髙
い と う み つ る

ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー

山
び
こ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
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宮
下
村
外
五
十
一
ヶ
村
連
合
会
の
代
表
で
あ
る

大
登
村
の
渡
部
禎
二
・
馬
場
庄
作
両
氏
は
、
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
一
日
、「
沼
田
街
道

開か
い
さ
く鑿
臨
時
会
請
求
書
」
を
郡
長
に
提
出
、
本
年
中

に
着
工
す
べ
く
臨
時
会
開
設
を
願
い
出
ま
し
た
。

十
一
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
前
年
十
月
宮
下

連
合
村
会
に
て
決
議
さ
れ
た
「
沼
田
街
道
」
開
鑿

費
と
県
が
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
沼
田
街
道

「
修
繕
費
」
を
「
開
修
費
」
に
振
替
、
こ
れ
に
町
村

費
を
加
え
た
上
で
起
工
す
る
こ
と
を
県
に
請
求
す

る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
県
も
請
求
を
受
け
て

技
師
を
派
遣
、
沼
田
街
道
開
修
に
関
し
、「
西
川
村

大
字
宮
下
ノ
南
端
ヨ
リ
只
見
川
を
渉
リ
川
西
村
大

字
名
入
地
内
高
清
水
及
び
同
村
大
字
早
戸
地
内
を

経
て
沼
沢
村
大
字
水
沼
に
達
す
る
路
線
を
改
修
の

線
路
」
に
査
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
九
月
十
一
日
に
改
め
て
臨
時
会
が
開
か
れ
、

右
記
の
変
更
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
議
決
を

以
て
県
知
事
宛
に
「
沼
田
街
道
開
修
履
行
請
求
書
」

を
提
出
、
二
十
一
年
の
雪
消
次
第
の
起
工
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
九
月
、
で
き
る
だ
け

早
い
着
手
を
願
い
た
い
旨
を
申
し
出
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
開
修
事
業
の
一
部
始
終
は
『
沼
田

街
道
開
修
顚て
ん
ま
つ末

』
な
る
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
先
月
に
引
き
続
き
紹
介
し
て
い
る
内
容
は
そ

の
書
を
要
約
す
る
形
で
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

「
請
求
書
」
以
降
は
公
文
書
の
写
し
等
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
明
治
二
十
二
年
、
二
十
三
年
に

つ
い
て
は
発
起
人
達
の
書
簡
が
残
る
の
み
で
、
具

体
的
な
起
工
年
月
や
開
修
の
苦
労
に
つ
い
て
は
不

明
で
す
。「
二
十
二
年
度
内
ニ
ハ
必
ず
幾
分
ハ
着
手

ス
ル
見
込
ナ
リ
」「
土
木
課
長
へ
面
会
未
タ
内
務
ノ

許
可
ヲ
得
サ
レ
モ
許
可
ヲ
得
ベ
キ
ハ
換
線
限
旧
道

切
広
ケ
等
ハ
県
庁
限
ニ
有
之
是
非
年
度
内
ニ
ハ
切

広
ケ
ニ
着
手
シ
会
議
ノ
性
質
ニ
抵
触
セ
ザ
ル
事
ニ

取
運
フ
云
々
換
線
許
可
ノ
義
年
度
内
ニ
ハ
運
ヒ
兼

四
月
中
ニ
ハ
許
可
ヲ
得
ル
見
込
」
な
ど
と
あ
る
こ

と
か
ら
遅
く
と
も
二
十
二
年
中
に
は
着
手
で
き
る

部
分
か
ら
起
工
し
、
ま
た
「
兼
テ
請
求
致
シ
置
シ

一
郡
ヨ
リ
二
千
円
ノ
補
助
金
ハ
二
十
八
日
ノ
郡
会

ニ
テ
可
決
セ
リ
」「
沼
田
街
道
之
義
ハ
地
元
伊
北
ニ

於
テ
金
千
円
寄
附
致
シ
余
ハ
地
方
税
ヲ
以
テ
開
路

相
成
候
様
郡
長
ヨ
リ
具
申
相
成
候
是
ハ
本
年
県
会

ニ
テ
判
然
可
由
事
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
郡
や

伊
北
か
ら
の
補
助
（
寄
附
）
が
あ
り
、
県
へ
も
今

一
度
地
方
税
を
活
用
で
き
る
よ
う
（
補
助
を
貰
え

る
よ
う
）
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
一
月

八
日
、「
沼
田
街
道
出
来
形
検
査
ト
シ
テ
監
督
所
長

明
九
日
当
地
ヘ
出
張
（
後
略
）」
と
い
う
通
知
が
馬

場
・
渡
部
両
氏
宛
に
届
い
て
い
る
こ
と
か
ら
「
沼

田
街
道
」
を
県
道
と
し
て
仮
定
さ
れ
て
か
ら
十
年

の
後
、
悲
願
で
あ
っ
た
道
路
の
開
修
が
終
わ
っ
た

こ
と
が
窺

う
か
が

え
ま
す
。
三
島
町
内
で
も
換
線
―
旧
道

か
ら
新
道
に
な
っ
た
箇
所
が
あ
り
、
例
え
ば
駒
鳴

瀬
の
峠
越
え
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
川
井
新
道
」

を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
か
ら
で
す
。

た
だ
こ
の
時
点
で
は
、
宮
下
―
高
清
水
間
は
橋
梁

が
な
い
ま
ま
で
、
橋
が
架
か
っ
た
の
は
三
年
後
と

な
る
明
治
二
十
七
年
で
し
た
。

　

本
書
の
結
び
に
は
「
実
ニ
多
年
ノ
間
苦
慮
経
営

シ
運
動
ノ
雑
費
幾
百
円
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
然
レ
モ
皆

発
起
者
一
同
ノ
負
担
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
人
民
之
カ

為
メ
責
ヲ
帯
ル
ナ
キ
ハ
実
ニ
衷
情
ノ
深
キ
永
ク
忘

ル
ル
事
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
と
あ
り
、
発
起
人
達
が
私

財
を
投
じ
て
道
路
の
改
修
に
尽
力
し
た
こ
と
が
語

ら
れ
て
お
り
、
当
町
に
お
け
る
近
代
の
道
路
改
修

の
苦
労
が
偲し
の

ば
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
参
考
文
献
）『
沼
田
街
道
開
修
顛
末
』

　

※
引
用
文
の
う
ち
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文　

三
島
町
町
史
編
さ
ん
室
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町民課保健福祉係　☎（48）5565

～ 20 歳以上の女性の方へ～

子宮がん検診のすすめ

○子宮頚がん検診は非常に有効で、進行がんを防ぎ、死亡を減らす効果が証明されています。そのため欧米
での受診率は高く、例えばアメリカでは 18 歳以上の女性の 80％以上が過去 3 年以内に 1 回以上健診を受け
ています。

○子宮頸がんは、ヒトパピローマウイルスへの感染がきっかけとなって発症します。ほとんどの人が感染し、
その中の一部の人が感染が長引き、子宮頸がんに進行します。感染が長引くと細胞に変化が現れますが、検
診ではこの段階で異常を見つけることができます。また、子宮がんのほかに、見つかりにくい卵巣腫瘍や、
婦人科の病気が発見できることもあります。

○早期の治療で、90％以上が治癒します。
早期のうちに発見し治療を行うと、その後の妊娠・出産も可能です。進行すると子宮摘出術が必要となる場
合もあり、治療が難しいことから、早期発見が極めて重要といえます。
○子宮頸がん自覚症状はほとんどありません。

○ 20 代から 30 代の方の若年層で急激に増えています。下記日程で実施しますので、ぜひ 20 歳以上の方の
受診を強くお勧めします！また、喫煙している方はリスクが高いので必ず受診してください。

◆子宮がん集団検診

月　　日 会　　場 受　付　時　間

7 月 18 日㊍ 町民センター 午後 1 時 30 分から午後 2 時

◆子宮がん施設検診

期　　　　間 検　診　場　所

8 月 1 日㊍から 12 月 25 日㊌ 施設検診登録医療機関
（会津若松市・会津坂下町）
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県立宮下病院から

　　　診察日記

～肝胆膵疾患の話～

内科　牧　匠　医師

　消化器の病気というと胃癌や大腸癌
など消化管の病気を真っ先にイメージ
するかもしれません。しかし消化器の
病気には消化管以外にも、肝臓、胆管、
膵臓といった臓器の病気も含まれます。
　近年、有名人が膵癌などで亡くなる
報道が相次いでおります。これら肝胆
膵疾患、特に癌などの腫瘍では、早期
の段階では症状が全くないことがあり
ます。症状が出る頃には進行しており
手術ができないという状況をよく経験
します。
　肝胆膵は腹部エコーで検査すること
ができます。異常があれば CT などの精
密検査や、専門病院への紹介を行いま
す。腹部エコーは当院でできますので、
ご希望の方はお気軽に当院までお問い
合わせください。

『健康の達人』養成塾  塾生募集！
  ～驚き、楽しみ、誰かに伝えたい～
開催目的
①体って良くできてるなぁと感じてもらう
②自分の体を理解し大切にしようと思ってもらう
③奥会津が全国の健康長寿のモデル地域になる

このような方に来てほしい！
・運動をすると体の中で何が起こるか知りたい
・おいしいってどういうことか考えたい
・様々な情報に流されずに、納得した運動習慣
    を身につけたい

○入 塾 資 格　健康に関心がある 18 歳以上
　　　　　　   の方で、柳津町、三島町、金
                             山町、昭和村在住の方
○受 講 料　無　料
○募 集 定 員　80 名（定員になりしだい締
                                           切となります。）
○申し込み先  県立宮下病院   ☎（52）2321 【問い合せ先】県立宮下病院     ☎（52）2321

愛ばんしょ外来のお知らせ
　宮下病院では、毎週木曜日「愛ばんしょ外来」を行ってい
ます。
　①病気や障がいを抱えて家で生活する方や、家族からの介
護や生活についての相談窓口
　②地域に住む方々の健康維持・増進、介護・疾病予防のた
めの支援
　③地域に住む方々が気軽に立ち寄れる交流場所の提供な
どを目的に、看護師、薬剤師、栄養士、リハビリスタッフが
皆様の在宅生活のためのお手伝いをさせていただきます。

※相談コーナーでは、例えば……
　「健康のことを考えたいけど、何をすればいいのか
わからない」　「介護のコツを知りたい」　「話し相手
が欲しい」など、健康、介護、医療に関することに
ついてご相談をお受けします。

＜各コーナーの開催時間のお知らせ＞

　相談コーナー 　午前 9 ～ 12 時・午後１時～午後 4 時

　健康教室　　     午前 10 時 30 分～午前 11 時

　　　　　　　　※宮下病院外来待合室で行います。

費用は無料です。
どなたでもご利用可能ですので、お気軽にお越しください！　
　　　　　　　　　　（相談コーナーと健康教室は予約不要）　

※「みしま健康ポイント」の対象です。

月　　日 内　　容

7 月 11 日㊍
・相談コーナー
・健康教室「転倒予防とロコチェック」
　（講師：理学療法士）

7 月 18 日㊍
・相談コーナー
・健康教室「熱中症を予防しよう」
　（講師：看護師）

7 月 25 日㊍
・相談コーナー
・健康教室「転倒予防とロコチェック」
　（講師：理学療法士）

※健康教室の内容は、変更になる場合があります。

－7 月の日程－

環境研だより 第 12 回「研究協力者インタビュー 2」
しぶしぶくん

究者からおすすめした方法が違ってくると思いま
す。方法が違うと、実際に森林がどう変化するのか、
シミュレーションモデルを使って研究したいと考え
ています。
　また三島町は、広大な農地がある北海道とは違う
ため、森林に注目してモデルを運用できればと思い
ます。三島町で共同研究を行っている方には水文や
土砂災害の研究をされている方もいらっしゃいます
ので、そのような方たちに森林の変化に関する情報
を交換していきたいと考えています。

Q. 三島町にどのような印象をお持ちですか？
　私の出身が栃木県日光市の山の方なので、景観が
似ていて、とてもホッとする印象を持っています。
　また地鶏やお蕎麦など、美味しい食べ物がたくさ
んあるな、という印象で毎回三島町を訪れるのが楽
しみになっています。

　芳賀さんありがとうございました。
　第 1 回奥会津研究集会での報告や岡澤先生、芳賀
さんのインタビューから、水資源や森林管理、土砂
災害についてなど、色々な方面からの研究が三島町
で進められていることがわかりました。これからも
三島町で行われている研究の内容や成果をこの「環
境研だより」でお伝えしていきたいと思います。

問国立環境研究所福島支部　
　地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

　会津自然エネルギー機構主催の山
学校に初参加しました。チェーンソー
の取り扱い方や手入れの仕方、危険
性を教えていただき、少しですが山
仕事の大変さを実感できました。

＜筆者紹介＞
常盤　達彦（ときわ たつひこ）

　三島町のみなさま、こんにちは。
　前回に引き続き、5 月 17 日に行われた第 1 回奥
会津研究集会に出席された方の中から、今回は大阪
大学の松井孝典助教と日本学術振興会の芳賀智宏特
別研究員に、ご自身が普段取り組んでいる研究内容
や三島町での研究についてお話しを伺いました。

Q. 芳賀さんは普段どのような研究を行っているの
でしょうか？ 
　今後、全国的に人口が減ってしまうと考えられて
いる中で、将来を見据えたときに人々が自然のもの
を利用するのか、人工物を利用するのか、都市部に
人が集中してしまうのか、それとも地方にもちゃん
と人が残って手入れをしていくのか、といった我々
が取り得る将来のシナリオごとに森林や農地、自然
の豊かさというのがどう変化するのかを主に北海道
にてシミュレーションしています。
　最近では、人が減ってしまったためにどうしても
管理が行き届かなくなった広大な農地に対して、太
陽光パネルを設置して電力を発電するような社会
と、もしくはバイオマスの材料にするために植林を
して地域の中でエネルギー供給をするような社会、
どちらの方が生態系への影響が少ないかという研究
を北海道で行っています。

Q. 三島町で実際に行っている研究とはどのような
ものでしょうか？ 
　三島町ではまだ研究を行ってはいないので、今後
どういう研究を三島町でしていきたいか、というお
話しをさせていただきます。
　三島町にお住まいの皆さんには色々な自然との付
き合い方があると思うのですが、森林管理ひとつ
取っても、地元の人が考えていらっしゃる方法、研

第 1 回奥会津研究集会に参加された大阪大学の松井孝典助教（右）と
インタビューにお答えいただいた芳賀智宏特別研究員（左）

大阪大学大学院工学研究科  日本学術振興会 
特別研究員  芳賀智宏さん
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会津坂下警察署からのお知らせ

古物商の方へ重要なお知らせ

　法改正の全面施行（公布の日から起算して 2 年を
超えない範囲内において法令で定める日）後も引き
続き古物営業を続ける予定の古物営業者の方は、「主
たる営業所等届出書」を提出する必要があります。
　この届け出を提出しなければ、改正法の全面施行
後は引き続き古物営業を続けることができなくなり
ます（そのまま営業を続けると無許可営業となりま
す。）
○提出期間　平成 30 年 10 月 24 日から改正法の全
　　　　　　 面施行日（公布の日から起算して２年                        
　　　　　　 をこえない範囲内において政令で定め  
　　　　　　 る日）の前日までの間
○提 出 先   主たる営業所又は古物市場の所在地　
　　　　　      を管轄する警察署
○提出書類　主たる営業所等届出書　

問会津坂下警察署  生活安全係☎ 0242（83）3451

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 1
忍 び 込 み
事 務 所 荒 し 3
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗
自販機ねらい 3
車 上 ね ら い 1 1
強制わいせつ 1

街頭犯罪合計 9 1

そ の 他 刑
法 犯 等 23 5

全 刑 法 犯 32 6

特徴：昨年 6 月から 7 月にかけて、器物損壊が多く
発生しました。また、5 月は野荒らしが多く発生し
ています。
　その他刑法犯等には、暴行 ･ 傷害 ･ 万引き ･ 詐欺 ･ 器
物損壊などの犯罪発生件数が含まれます。※上記発生件
数は、平成 31 年 1 月 1 日からの累計数となっています。

街頭犯罪発生件数（5月31日現在）

※住宅用火災報知器
のバッテリー交換期
限の目安はおおむね

10 年です。電池切
れなどで火災を感知
しなくなることがあ
るため、各自点検を
お願いいたします！

消防署からのお知らせ
～熱中症に注意しましょう～

大量の発汗　めまい　頭痛　嘔気　嘔吐
虚脱感　筋肉の硬直　皮膚の紅潮　など

こんな症状が出たら ･･･

○作業、運動を中断し、風通しの良い日　

　陰やクーラーの効いた部屋などすぐに　

　涼しい場所に避　難させましょう！

○衣類を脱がせて熱を外に逃がしましょう。

　うちわや扇風機で風を当てて冷やします。

　氷のうなどで首の後ろ、  脇の下、　太も

　もの付け根を冷やすと効果的です！

○スポーツドリンク等により水分・塩分を

　補給しましょう。

   意識障害などにより、自分で水分補給が

　出来ない場合は、無理に飲ませず、医療

　機関を受診しましょう！

問会津坂下消防署　三島出張所         
                                           　電話（52）3032　
　　　　　　　　　　 　FAX（52）3033

－火事・救急・救助は－
　　　　　  119 番まで

東北電力からのおねがい
　発電所やダムから水を流したときの水難事故
を防ぐため，各所に注意札を立てております。
水を流すときは，スピーカーやサイレンによっ
てお知らせしますので河原にいる人は危険です
から、すぐ安全な場所に移動されますようお願
いいたします。

次のときにスピーカーをならします

① ダムから初めて水を流す約１０分前
② 発電所から初めて水を流す約１０分前
③ 発電所の出力を増やし水を多く流すとき
( 放送内容 )
　「今から川の水が急に増えます。河原にいる
　人は危険ですから、すぐ上がってください。」

※毎日９時にスピーカーの音を実際に鳴らし
　て、装置の点検を行っております。

次のときはサイレンをならします

①ダムの流量が毎秒 1,000㎥に達したとき
②ダムの流量が毎秒 2,000㎥ ( 洪水量 ) に達し
　たとき
③ダムの流量が洪水量オーバー後毎秒　　　
　1,000㎥増加毎
( 警報内容 )
　ｻｲﾚﾝ  　　　          ｻｲﾚﾝ  　　　            ｻｲﾚﾝ
■■■■　休み　■■■■　休み　■■■■
　50 秒　　　　　   50 秒　　　　　   50 秒

＜問い合せ＞　

東北電力㈱会津若松電力センター制御所

     ( ☎ 0242（22）2220)

 只見川ダム管理所  ( ☎ 0241（52）3422)

　阿賀野川水系ダムの状況を当社 HP から閲覧出来ます。

　東北電力 HP　―　災害に備えて　

　　　　　　　　　　　　－　阿賀野川水系ダム情報

      https://www.tohoku-epco.co.jp/dam/index.html

＜河川への不法投棄はやめましょう！＞

　今年で 69 年目を迎える「社会を明る
くする運動」は、すべての国民が犯罪
や非行の防止と、罪を犯した人たちの
更生についての理解を深め、それぞれ
の立場で力を合わせ、犯罪や非行のな
い明るい社会を築こうとする全国的な
運動です。
　安全・安心な町づくりと、青少年の
健全育成のために、町民の皆さんのご
理解とご協力をお願いします。

社会を
明るくする運動

７月は強調月間です

◆町内パレード
　実施日　7 月 9 日㊋

　各地区を回りますので温かいご声援

をお願いいたします。

◆早朝座禅
　実施日　7 月下旬予定

　決定次第お知らせいたします。

◆みしまテレビ広報番組
①「心のリレー」
　6 月28日㊎から7 月26日㊎までの間、
午後 2 時から放送します。

②「更生保護」
　6 月28日㊎から7 月26日㊎までの間、
午後 2 時 30 分から放送します。

　広報番組をご覧になり社会を明るく
する運動へのご理解、ご協力をお願い
いたします。

「社会を明るくする運動」
三島町推進委員会

社会を明るくする運動
強調月間の活動予定

㉄役場 町民課 ☎（48）5565

犯罪や非行を防止し
立ち直りを支える地域のチカラ
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町の人口と世帯 ︻
納
期
限
　

7
月
31
日
︼

▼
固
定
資
産
税 ︵
第
2
期
︶

▼
国
民
健
康
保
険
税 ︵
第
2
期
︶

▼
介
護
保
険
料
︻
普
通
徴
収
︼︵
第
2
期
︶

問
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

　
　
　
　
　

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

ご
遺
志
に
よ
る
も
の

小
　
柴
　
　
　
茂
　
様
︵
西
　
方
︶

㊟住民基本台帳による数値です。増減数
は前月との比較、出生・死亡・転入・転
出は前月 1 カ月間に届出のあった人数で
す。

6 月 1 日現在

人口 ₁︐₆₂₅ ✚₂ 出生 ₁

男 ₈₀₂ ✚₄ 死亡 ₃

女 ₈₂₃ ︲₂ 転入 ₄

世帯 ₇₇₀ ₀ 転出 ₀

(

6
月
届
出
：
敬
略
称)

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
も
さ
れ
な
い
方
も
、
各
種
手

続
き
時
に
﹃
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
﹄
に
記
載
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　

㉄
特
命
担
当
課　

☎
︵
48
︶
５
２
３
２

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

二
　
瓶
　
愛
　
子 （
80
才
・
宮
　
下
）

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

▼
大
登
サ
ロ
ン

7
月
9
日
㊋ 

13
時
30
分
〜　

大
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
大
石
田
友
遊
サ
ロ
ン

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

7
月
10
日
㊌ 

9
時
〜 

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時　

ワ
ナ
ゲ
大
会　

10
時
〜

　
　
　
　
　

大
石
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
高
清
水
・
小
山
い
き
い
き
サ
ロ
ン

7
月
12
日
㊎
10
時
〜　

 

高
清
水
集
会
所

▼
滝
谷
和
楽
塾
社
会
見
学

7
月
23
日
㊋　

新
潟
方
面

▼
間
方
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・
川
井
友
愛
サ

ロ
ン
・
浅
岐
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン
合
同
社
会

見
学

7
月
29
日
㊊　

猪
苗
代
方
面

▼
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

8
月
2
日
㊎ 

10
時
〜　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
サ
ロ
ン
な
い
り

8
月
2
日
㊎ 

10
時
〜 　

名
入
集
会
所

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り  

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

弁
護
士
相
談
の
ご
案
内

７
月
19
日
㊎
10
時
〜
15
時

　
　
　
　
　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
歯
科
口
腔
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
歯
科
健
康
保
持
及
び
疾
病
予
防
等
の
た
め
、
令

和
元
年
度
は
左
記
の
内
容
で
歯
科
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

歯
の
健
康
は
、
口
腔
状
態
の
悪
化
に
よ
る
歯
周
病
予
防
や
、
噛
む
力
の

低
下
に
よ
る
誤
え
ん
性
肺
炎
予
防
の
た
め
と
て
も
重
要
で
す
。
こ
の
機
会

に
歯
科
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
、
昭
和
18
年
4
月 

                       

2
日
か
ら
昭
和
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

健
診
項
目　

問
診
・
歯(

義
歯
）・
咬
合
・
歯
周
組
織
・
嚥
下
の
状
態
等

健
診
費
用　

無　

料

健
診
期
間　

令
和
元
年
6
月
1
日
㊏
〜
11
月
30
日
㊏

留
意
事
項　

①
対
象
歯
科
医
院
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

　

                     

5
月
下
旬
に
各
対
象
者
へ
配
布
さ
れ
た
案
内
状
を
ご
覧
く  

　
　
　
　
　

   

だ
さ
い

　
　
　

          

②
歯
科
検
診
が
無
料
で
受
診
で
き
る
の
は
1
回
と
な
り
す

                       

③
長
期
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
介
護
施
設
へ
入
所
さ
れ
て 

　
　
　
　
　

  

い
る
方
は
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

☎
０
２
４
（
５
２
８
）　

９
０
２
４

個
人
事
業
税
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
設
け
て
物
品
販
売
や
不
動

産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
県
の

税
金
で
す
。

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
年
税

額
を
8
月
（
第
1
期
分
）
と
11
月
（
第
2
期
分
）
の
2
回
に
分
け
て
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
税
額
が
1
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
8
月
（
第
1
期
）
分
に

一
括
し
て
納
め
る
こ
と
に
ま
り
ま
す
。

問
会
津
地
方
振
興
局   

県
税
部　

☎
０
２
４
２
（
29
）
５
２
５
１

二
　
瓶
　
政
　
一
　
様
︵
名
　
入
︶

採用種目 資　　格 受付期間 試　　験 日　　時 試験会場 備　　考

自衛官候補生
（男子）

18 歳～
　33 歳未満

随　時
筆記試験 9 月 21 日㊏午後 会津大学

筆記試験・口述
試験・身体検査
の両方を受験し
ます。

口述試験
身体検査

9 月 29 日㊐ 郡山駐屯地

自衛官候補生
（女子）

18 歳～
　33 歳未満

随　時
筆記試験 9 月 21 日㊏午後 会津大学

口述試験
身体検査 

9 月 28 日㊏ 郡山駐屯地

一般曹候補生
18 歳～
　33 歳未満

７月 1 日㊊～
   　9 月 6 日㊎

１次試験
（筆記）

9 月 21 日㊏午前 会津大学

1 次試験合格者
の ２ 次 試 験（ 口
述試験・身体検
査）については、
後日通知します。

２次試験
（口述試験・
　身体検査）

10 月 13 日㊐～
10 月 15 日㊋
※指定する１日

郡山駐屯地

航空学生

海：18 歳～
　　23 歳未満
空：18 歳～
　　21 歳未満

７月 1 日㊊～
   　9 月 6 日㊎

１次試験
（筆記）

9 月 16 日㊊ 郡山駐屯地

令和元年度　自衛官募集案内

※試験日程は上記のようになっております。詳細は担当の広報官にお尋ねください（受験料はすべて無料です）
　　　　　　　　問自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所　会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1　☎ 0242（27）6724

　来年採用予定の消防職員を募集します。
1．採用職種及び採用予定人数　
試験職種および

採用人数
職務内容

消防職員

（8 名程度）

　消防署等において、警防、予防、
救急等の業務に従事します。男女と
も原則として深夜業を含む交替制勤
務です（6 ヵ月間の消防学校研修後、
各所属に配属されます）。

2．受検資格
　　高校卒業程度の学力を有する方で、平成 4 年 4 月
　　2 日から平成 14 年 4 月 1 日までに生まれた者
　　身体の基準は、身体強健な者とする。
3．試験申込書の請求
　　消防本部・消防署・分署・出張所・市町村役場で
　　交付します。
　　なお、消防本部のホームページ（アドレス http://
　　www.119-aizu.jp）から受験案内および試験申込書
　　をダウンロードすることができます。

4．郵送を希望する場合
　　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、120
　　円分の切手を貼った宛先明記の返信用封筒（A4 半
　　大）を必ず同封して、会津若松地方広域市町村圏
　　整備組合消防本部総務課（〒 965-0131  会津若松市
　　北会津町中荒井字諏訪前 11）へ郵送してください。
5．受付期間
　　令和元年 7 月 17 日㊌～令和元年 8 月 16 日㊎
　　（（勤務時間中（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）　
　に限ります）
　　ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。
　　郵便による申込書提出の場合は、令和元年 8 月 14
　　日㊌の消印があるものまで受け付けます。
6．第１次試験
　　と　き　令和元年 9 月 22 日㊐　
　　ところ　教養試験　会津大学
　　　　        体力試験　会津大学体育館　

問会津若松地方広域市町村圏整備組合    総務課 ☎ 0242（59）1400

会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部
消防職員募集案内

Information
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▪
発

行
　

三
島

町
　

▪
編

集
　

三
島

町
役

場
特

命
担

当
課

〒
969-7511

福
島

県
大

沼
郡

三
島

町
大

字
宮

下
字

宮
下

350　
☎

0241（
48）

5232
▪

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.m

ishim
a.fukushim

a.jp
▪

印
刷

　
三

洋
印

刷
株

式
会

社

広
報

み
し

ま
7

月
号

（
第

316
号

）
令

和
元

年
7

月
5

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

) 　

様
々
な
場
面
に
お
い
て
時
と

し
て
、
複
雑
な
判
断
が
要
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
数

の
考
え
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の

で
も
、
自
分
自
身
の
目
で
確
か

め
、
自
分
な
り
の
見
方
で
再
考

す
る
時
、
見
え
な
か
っ
た
事
も

見
え
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
時
代
の
動
向
や

環
境
、
そ
し
て
地
域
性
等
を
常

に
念
頭
に
置
く
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

自
分
な
り
の
シ
ン
プ
ル
な
判
断

基
準
を
持
っ
て
い
る
と
、
人
の
噂

話
や
世
間
の
評
判
な
ど
に
対
す
る

対
応
と
し
て
、
周
り
に
振
り
回
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
常
識
的
な
判
断

で
決
断
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

奥
会
津
地
域
は
、
同
一
の
課
題

が
多
く
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
社

会
の
現
実
に
対
応
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
若
者
定
住
対
策

や
雇
用
の
場
の
確
保
・
農
林
業
の

振
興
対
策
・
遊
休
農
地
対
策
等
々

の
喫
緊
の
課
題
が
多
々
あ
り
ま
す

が
、「
人
口
減
」
と
い
う
現
実
に

対
応
す
る
視
点
と
し
て
、
人
口
減

少
社
会
の
希
望
と
い
う
新
た
な
視

点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

三
島
町
を
含
む
奥
会
津
地
域

は
、
競
争
社
会
の
中
で
生
き
残
る

事
は
出
来
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
激
し
い
競
争
は
勝
者
と
敗
者

を
明
確
に
隔
て
て
い
く
た
め
、
都

市
圏
と
地
方
圏
の
共
生
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
企
業
と

ロ
ー
カ
ル
な
小
規
模
企
業
に
同
一

の
競
争
ル
ー
ル
を
適
用
し
た
と
こ

ろ
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
画
一
的
な
国
土
の

形
成
で
な
く
、
多
様
性
の
あ
る
国

土
の
形
成
を
図
っ
て
い
く
事
が
重

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

奥
会
津
地
域
に
は
、
様
々
な
地

域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
水
・
温
泉
・

森
林
等
の
自
然
環
境
は
持
続
可
能

な
社
会
形
成
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

り
ま
す
。
自
然
・
環
境
・
再
生
・

福
祉
・
医
療
・
地
域
連
携
等
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
縦
糸
と
横
糸
を
編
ん
で

行
く
事
で
、
持
続
可
能
な
地
域
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
為

に
は
、
こ
の
地
域
に
生
き
る
住
民

の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
ド
の
回
復
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

7
町
長
日
記 

～
シ
ン
プ
ル
な
判
断
～

№ 48

東京2020オリンピック聖火リレー
ランナー募集のお知らせ

 2020 年に開催される東京オリンピックの聖火リレーランナーを下記のとおり募集します。
○公 募 期 間　令和元年 7 月 1 日㊊から 8 月 31 日㊏
○公 募 人 数　59 人（県内 59 市町村からゆかりのあるランナーを各 1 名選出）
○応 募 方 法　以下の２通りとなります
　　　　　　  ①応募フォームからの応募
　　　　　　　　「TOKYO2020 ふくしま情報サイト【ふくしまプラス 2020】
　　　　　　　　URL：http://www.fuku-plus2020.jp または【ふくしまプラス 2020】で検索」のトッ
　　　　　　　　プぺージから応募フォームに入り必要事項を記入して応募してください

　　　　　　  ②郵送での応募
　　　　　　　　所定の応募用紙（役場でも配布しています）に必要事項を記入し、下記へ送付し
　　　　　　　　てください（8 月 31 日までの消印有効）
　　　　　　　　送付先：〒 960-8670　福島県福島市杉妻町 2 番 16 号
　　　　　　　　　　　　　東京 2020 オリンピック聖火リレーふくしま実行委員会事務局

○そ の 他 　全国的に共通している聖火ランナーの基本応募要件等については、東京 2020 組織
                               委員会 HP（URL：https://tokyo2020.org/jp/special/torch/olympic/   torchbearer/）で確 認
　　　　　　     できます。
　　　　　　 　福島県の応募用紙や応募フォーム、募集要項等のランナー募集に係る情報につい 
　　　　　　    ては「TOKYO2020 ふくしま情報サイト『ふくしまプラス 2020』」のトップペー　
　　　　　　　 ジに掲載しています。

                               問福島県聖火ランナー募集コールセンター　☎ 0570（200）502
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付時間：平日９：00 ～ 17：00）
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